
巨大ブラックホールをめぐる謎

１．１３０億年前、すでに巨大ブラックホールが存在した⁉

ほとんどすべての銀河中心には太陽質量の数１００万倍～数十億倍という巨大な

ブラックホールがあることが知られています。こうした巨大ブラックホールも元は小質

量だったものが周りから星雲や星を吸い込むことで成長してきたと考えられています。

成長途上の巨大ブラックホールは膨大なエネルギーを放射し、クェーサーとして観

測されますが、一方、落ちていく星雲が巨大ブラックホールを隠してしまうこともありま

す。

今回観測されたＰＳＯ１６７‐１３は１２９.５億年前（ビッグバンから８.５億年後）にあ

り、可視光観測では明るい（隠されていない）のに、Ｘ線観測では落下していく星雲に

よって“隠されている”ことが示唆されます。なぜ、波長によって状態が違うのか。この

謎が解ければ、巨大ブラックホール成長のプロセスが明らかになるかもしれません。
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図１ チャンドラＸ線望遠鏡が観測した最遠の巨大ブラックホール候補ＰＳＯ１６７‐１３
ⒸＸ線データ： ＮＡＳＡ／ＣＸＯ／Ｐｏｎｔｉｆｉｃｉａ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｄａｄ Ｃａｔｏｌｉｃａ ｄｅ Ｃｈｉｌｅ／Ｆ．Ｖｉｔｏ；
電波データ： ＡＬＭＡ （ＥＳＯ／ＮＡＯＪ／ＮＲＡＯ）； 可視光データ： Ｐａｎ‐ＳＴＡＲＲＳ
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２．予想外！ガス円盤が見つかった⁉

りゅう座にある渦巻銀河ＮＧＣ３１４７（距離１億３０００万光年）はセイファート２型と

いうタイプの活動銀河で、中心には太陽の２億５０００万倍の質量をもつ巨大ブラック

ホールがありますが、クェーサーほど明るくありません。セイファート銀河というのは、い

わば、明るくないクェーサーのようなものです。

このＮＧＣ３１４７の中心ブラックホールは左ページのＰＳＯ１６７‐１３とは逆に、Ｘ線

観測からは中心核が“隠されていない”ことが示唆されているのに、可視光観測では

明るい中心部が見えないことが謎でした。

これまでは、ＮＧＣ３１４７の中心核はいわば栄養不足の状態で、明るく光るのに十

分なご飯（落下していく星雲）がない、と解釈されていました。

ところが、ＨＳＴの観測によって、ＮＧＣ３１４７の中心ブラックホールの周りにも、落

下していく星雲が作る分厚いガス円盤が見つかりました。ただし、そのガス円盤はブラ

ックホールのすぐ近傍にあり、渦巻く速度はなんと光速の１０％にも達するというので

す！

ブラックホールは非常に重力が強く、一般相対論的に言えば、非常に空間がゆが

んでいます。そのため、ＮＧＣ３１４７の中心ブラックホールのすぐ近くを回るガス円盤

からの光も一般相対論的効果（重力赤方偏移）により、波長が伸びて、暗く、赤くなっ

ていたようです。ＮＧＣ３１４７の中心ガス円盤はブラックホールによる一般相対論的

効果を確認する最適なテストケースだと研究者たちは考えています。
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図２ 渦巻銀河ＮＧＣ３１４７（左）と、その中心ブラックホール（想像図）
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